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	MEKをRAFに結びつける、位置制御型の足場タンパク質。活性化シグナル伝達複合体の組み立てを通じて、MEKおよびRAFのリン酸化と活性を促進する。単独では、実証されたキナーゼ活性はない。Rafファミリーメンバーのリン酸化と下流のMAPキナーゼの活性化を促進する多タンパク質シグナル伝達複合体の一部である（類似性による）。キナーゼ活性とは独立して、BRAFのMAP2K1/MEK1およびMAP2K2/MEK2依存性アロステリック活性化因子として作用する。MAP2K1/MEK1またはMAP2K2/MEK2に結合すると、BRAFと二量体を形成し、BRAFを介したMAP2K1/MEK1および/またはMAP2K2/MEK2のリン酸化を促進する（PubMed:29433126）。EGFおよびcAMPの両方に反応して、MAPK1および/またはMAPK3の活性化を促進する（類似性による）。キナーゼ活性は不明です（類似性に基づく）。in vitroにおいていくつかのタンパク質キナーゼ活性が検出されていますが、この活性の生理学的関連性は不明です（類似性に基づく）。
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	HEK293 細胞溶解物中の KSR1 発現のウェスタン ブロット解析。

